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進化経済学のゼミナールでは、制約された

予算下において最適選択を行うという意味

での合理的主体や市場均衡といった標準的

な経済学の想定を離れ、経済社会を有限能

力主体が不可逆的時間下で相互作用を展

開するシステムとして捉え、その理論や実

践方法を扱っています。そこでは、皆に共有

された行動パターンとしての「制度」が重要

になってくるのですが、一つの国全体に根

づく大規模な制度としての「貨幣」とはどう

いうものか、R.WreyらによるMMTのテキス

トなどを活用しながら検討しています。ず

いぶん風変わりなジャンルだとは思います

が、こういった分野も学ぶことができるとい

う多様性も現代経済学科の魅力の一つだ

と私は考えています。

吉田先生のゼミナールでは、「経済を理解す

るための道具」としての経済学に焦点を当

て、主流とされる経済学とは少し異なった

分野について学んでいます。どちらかという

と「異端」の経済学といえると思います。し

かし、その「異端」の経済学を学ぶことに

よって、主流の経済学の問題点や経済学と

いう学問の多様性についても認識すること

ができます。このゼミナールでの学びを通し

て、既存の主流経済学をただ無批判に受け

入れるのというのではなく、「異端」の経済

学と照らし合わせ、双方の問題点を理解す

ることにより、経済学が世の中の経済を理

解するためのより良い道具になるにはどう

すればよいかを考え、自分の意見を持つこ

とができるようになります。

ゼミナールでは、地域の資源を活かした地

域経済・産業の振興方策を学んでいます。

卒業論文のテーマを2年次から設定し、文

献調査やディスカッション、プレゼンテー

ションなど様々な活動を通して、実践的な

能力を鍛えることができます。それに加え

て、2年次から3年次にかけてフィールドワー

クなどをふまえた共同研究に取り組むこと

によって、4年次にはスムーズに卒業論文を

作成し、完成へと向かうことができます。さ

らに、就職活動では、河藤先生が自らの公

務員経験を活かして進路の決め方や上手く

いかなかった時の心の保ち方、社会人のマ

ナーなど、様々な助言をしてくださることも

大変ありがたく、このゼミナールの魅力の

一つだと思います。

ゼミナールでは、経済・産業を地域独自の視

点から捉え、その地域の資源を活かして自

律的な発展を促進する方策について学び、

自分たちで考えることを基本のテーマとし

ています。学生たちは、地域の個性や優位

性を活かせる産業を発展させるためにはど

うしたらよいか、まちづくりや企業誘致の方

策など、多種多様な研究テーマに取り組ん

でいます。自身の専門分野の学習、フィール

ドワーク、ディスカッション、プレゼンテー

ション、共同研究や個人研究など様々な活

動を通して課題を発見し、それを解決する

能力を身につけていきます。そして、大学卒

業後も社会で活躍できるようになるための

実践力を体得することを最終的な目標にし

ています。
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